2014年3月度　つぎ夢研究会定例会議事録
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2014年3月23日（日）17：30～20：20
司会：鵜澤先生
■新入会員自己紹介（今回は6名が実施）
■つぎ夢活動紹介
①ゴルフ部：岩根先生
	・　部員数は25名、初心者も歓迎
・　経営者にはゴルフを楽しむ人が多く、コミュニケーションツールにもなる
・　次回は既に人数が確定しているため、次々回からの参加を募集中（岩根先生まで）
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②ワイン部：坂上先生
	・　元々はワインの研究から始まった
・　ワインはコンサルタント業務（接待、相手が女性）には欠かせない
・　活動ではあまり飲めないので、酒好きには向いてないかも（？）
	


③ビブリオバトル部：後藤先生
	・　読書好きが集まって5分間で本を紹介、参加者が質問を行った後、一番読みたい本を選ぶ
・　部員数は7名、これまで4回活動
・　3回目から「中小企業診断士的ビブリオバトル」に（診断士二次試験の事例I～IVでしばりをかけている）
・　横浜スリーエス（ライブハウス）の協力で開催場所を確保、飛び入りあり（他の士業の人も）
・　次回は4月6日（日）15：00から開催。事例IVしばりでおカネまわりが議題。見学のみも歓迎
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④ランニング部：後藤先生
	・　なぜ診断士がランニングか？→手軽で、健康志向のライフスタイルに合致
・　さまざまなツールが整備されており、各メーカーマーケティングの効果が実感できる

・　多摩川リバーサイド駅伝に毎年参加（今年は今日がその日だった）
	


■強みプレゼンリレー
①発表者：柳沢先生（→次回発表者：田淵先生）
	●キャリア
・　1959年、横浜市生まれ
・　地元銀行に20年勤務し、早期退職。職業訓練校で内装と表装を学び、卒業後に内装業者に。退職金1,500万円の株での運用に成功したが、リーマンショックで暗転
・　昨年診断士に合格、今年プロコンとして開業
●現　状
・　未婚独身、両親同居健在
・　母が認知症で、介護と家事の負担大。親の年金で生活費を捻出するも、介護の負担が大きく、フルタイムの仕事はできない
●発想の転換
・　職業は専業主夫、年金は家事と介護の報酬、今を独立開業の絶好の助走期間ととらえる
●まとめ
・　強みと弱みは表裏の関係、自己の意識の持ち方でどうにでもなる
・　悲観は転落へ、楽観は希望へ。希望を持つこと
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②発表者：中村先生（→次回発表者：上遠野先生）
	●これまでの経歴
・　1972年、新潟市生まれ
・　幼少期よりポケコンでプログラミングに親しむ
・　大学の機械工学科卒業後、プラスチック射出成型の金型会社に就職
・　転職後、システム開発、内部統制構築、ERP導入、業務改善、ISMS構築、クラウド関連の新規サービス立ち上げ、企画、マーケティング、営業、ビッグデータ解析等々に従事
・　診断士登録後、監査法人トーマツでIT統制の監査、営業、コンサル、ベンチャー支援。「じのもん流通プロジェクト」で新潟チームリーダー（地方の逸品の販路拡大支援）
●今後の展望
・　新しモノ好き、とりあえずやってみる、来るものを拒まず
・　これからは刈り取りを
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③発表者：なし（→次回発表者：生井先生）
■独立診断士1年目の奮闘記：井上先生
	●自己紹介
・　旅行業界に十数年従事（代理店接客、仕入・商品企画等）。東日本大震災後に「フード・ツーリズム・コンサルタント」を立ち上げ、独立
・　診断士は2012年合格、昨年登録
●この1年間の活動
・　実務指導員から、支部からの募集にはすぐ手を上げるようアドバイス
・　2013年4月に都の経営力向上プロジェクトに登録。5月の説明会で、城東支部長・副支部長等と交流。その後の支部総会で国際部長を紹介される
・　8月に飲食店の海外展開セミナーへの手伝いを依頼される。10分間のプレゼン「外国人からみた日本の食の魅力」を行い好評を得る
・　セミナー後、観光関係ビジネスへの誘いがあり、㈱ワールド・ビジネス・アソシエイツ（国際派診断士集団）入会
・　10月からは、官公庁や外務省の規格競争入札に応募。ほかに、食品関係業界紙への執筆、婚活イベントの企画・運営等に携わる。ビジネスパートナーから、食品製造業クライアントの紹介（ミラサポ専門家登録）あり、相談や依頼を受ける
・　「診断士はどうやって仕事をとっているのか」→先輩の言っていた「横のつながり」の意味が1年がかりで理解できた
●1年経過しての結果とその要因
・　経歴書としてA4・1ページの経歴書が埋まるだけの実績、実務従事30ポイント獲得のめど立つ（収入面ではまだまだ）
・　自分だけの専門分野があったこと、日頃の先輩との交流機会、プロとしての信頼性の構築等があったから
●後輩診断士へのアドバイス
・　研究会や活動場所の選び方：興味あるテーマ、活動形式、実務従事や仕事の機会、メンバー構成、活動頻度、曜日・時間帯等
・　独立する前にやっておくと良いこと：独立しても使えるスキルや知識を高める、社外の人脈や活動場所を持つ、自分だけの「専門分野」を築く
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■独立診断士活動のポートフォリオ：森先生
	●診断士としての歩み
・　2006年診断士登録、TAC講師と二足の草鞋
・　CANONグループでSE、プロジェクトマネージャー等の経験後、2012年独立
・　現在、神奈川県中小企業診断協会理事、6次産業化プランナー、商店街よろず相談アドバイザー等
●診断士業務のポートフォリオ
・　診断士の活動フィールドは、公的機関業務、講師、民間コンサルタントの3本柱、これらをうまくミックスさせること
●診断士は儲かるのか
・　年間売上目標をどこに置くかで変わるが、800万円程度までなら、公的機関を中心としたコンサルティング業務で十分届く可能性がある
・　フットワークの軽い人が稼げる（ネットワークを形成できる人）
・　稼げる人のパターン：本を出版、出版社に記事を連載、自主セミナーを開催
●企業内診断士へのアドバイス
・　まずは企業内の強みを楽しみ、しっかりコンサル実績を踏み、経験値と人間力を上げる
・　コンサルは週末起業でも可能。手に負えなくなったら、独立診断士に相談し、引き継ぐこともできる
・　積極的に活動し、人脈を広げる
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■連絡事項
	●神奈川県診断協会主催・新入会員歓迎会（高久先生、森先生、有松先生）

・　日時：4月27日（日）16:10～20:30
・　場所：かながわ労働プラザ（懇親会も）
・　診断協会入会のメリット：神奈川は東京と違って人数が少ないため、手を挙げて動くとすぐに注目してもらえる。協会経由事業への参加機会が多い。先輩診断士との交流が深まる
・　参加いただける方は、協会HPの「診断士の皆さまへ」から登録を（申込締切は4月18日（金））
・　協会所属の研究会を紹介するコーナーあり（3～5分）。つぎ夢の紹介者を募集する→米内山先生、中久木先生に決定
●各係の募集（高久先生）
・　つぎ夢は会員が係を分担して運営。特に今年入会した人にお願いしたい。役割を担うことで参加する動機にもなる
・　5月からの係は次のとおり
　　（宴　会）柳沢先生、上遠野先生
　　（会　計）那波先生、熊倉先生、小幡先生
　　（議事録）生井先生、岩根先生（あと2名は後日）
●強みプレゼンリレー（高久先生）
・　穴が開かないよう、必ずプレゼンの時点で次の人を決めてほしい
●セミナー講師総合研究所（セミ総研）（有松先生）
・　合同経営セミナーを最終目標に、高久先生指導の下、自分の強みを活かしたコンテンツを作成し、研鑽する

・　年に1回は自主セミナー開催、集客・運営も我々自身で行う
・　対象者：セミナー講師や、人前で話すことを鍛えたい人、本気で自己研鑽を望む人
・　キックオフ：4月6日（日）17:30～21:00、かながわ県民センター
・　有志により今後の方向性・運営を固める
・　傘下希望者は、有松先生まで
●会計担当から（中島先生）
・　初参加者からは入会金1,000円、年会費1,000円を徴収する。メーリングリストに登録をお願いしたい
・　既存会員からは、次回（5月）に年会費1,000円を徴収する（次回から新年度）

●会員担当から（大場先生）
・　yahooのメーリングリスト終了に伴い、新しいメーリングリストの登録を順次行っているが、登録洩れの人は連絡してほしい
・　これまでyahooのブリーフケースを使っていた人は、データをバックアップしてほしい
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次回日程　2014年5月25日（日）17：30～
以　上
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